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古永真一

本稿では、アダプテーションとテクス トの流動性の問題について、主としてジャ

ック・フェランデズの『バンド・デシネ異邦人』を取 り上げながら考察 してみたい。

まずはアダプテーションとい う問題設定の射程を確認するところから始めようと思

うが、その狙いは従来のアダプテーション研究によく見られるように原作 との差異

によって特定の表現様式を価値づけたり疑めた りするのではなく、アダプテーショ

ンという文化現象そのものに積極的な意義 と可能性を認めるという、近年のこの分

野に顕著な研究動向を検討するためである。言い換えれば、アダプテーションにお

いて原作 と翻案 される作品の双方の文脈が重要であるように、アダプテーションと

い う用語自体の持つ文脈も看過されるべきではないということである。 したがって

本稿でも、この用語をどのような意味合いで用いるのかをまずは取り上げておく必

要性があると思われる。

アダプテーシ ョンと間テクス ト性

もともとフランスではアダプテーションとい う語は映画のアダプテーションと

い う意味合いが強 く、第七芸術と称される映画は第九芸術と称されるバンド・デシ

ネより早く学術的に認知 されたこともあって、主 として文学と映画とい う観点から

アダプテーション研究が進められた。バンド・デシネ研究は映画研究よりも出遅れ

たが、これはアダプテーション研究についても例外ではなく、1993年 にフランスの

スリジー ・ラ ・サルにおいて、映画研究者アン ドレ・ゴドローとマンガ研究者ティ

エ リ・グルンステンによってバンド・デシネ とアダプテーションに関するコロック

が開催されたのが象徴的な出来事と言えそ うである。近年では 『バン ド・デシネ と

アダプテーションー 文学、映画、T▽1』という論集も出版されており、世界各地

でアダプテーション研究は活況を呈している。

アダプテーションを論 じる際にしばしば言及されるのはリンダ ・ハ ッチオンの

『アダプテーションの理論』であろう2。同書では、アダプテーションは他の記号シ

ステムへの移行という見地から柔軟に解釈され、文学や映画だけでなくマンガやオ

ペラ、ビデオゲームやア トラクションまで多岐にわたるジャンルのアダプテーショ
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ンが検討されている。同時に、文学テクス トの 「語ること」、舞台芸術や映画の 「見

せること」、ビデオゲームの 「相互作用」という見立てがわかりやすく、なおかつ 「原

作への忠実さ」が暗黙の規範となってきたアダプテーションの価値観に抗 して、問

テクス ト性 という観点から受け手の関与の様態に重点が置かれていることが特徴で

ある。ハッチオンはジェラール ・ジュネットのナラ トロジーを想起 させなが ら、ア
　　　　 　　　 　 　

ダプテーションを独自のパ リンプセス ト的存在 として捉え、その過程と生産品の二

重性を問題化する3。記号が置換されたプロダク トであると同時に(再)解釈と(再)想

像の両方が含まれる 「製作のプロセス」を含む操作 としてアダプテーシ ョンを捉え

直すこと、変化を伴 う反復作用としてのアダプテーションを原作との主従関係から

解放 された間テクス ト性の一形態とみなす立場をとる。このような理論構成によっ

て、小説や映画、オペラやミュージカルには独 自の表現様式があるとい う各メディ

アの特異性を尊重しつつ、記号論的に横断 しながら対象となるテクス トを分析する

ことが可能 となる。こうしたハッチオンの解釈については、テクス ト性 を強調しす

ぎるあまり、アダプテーシ ョンにまつわる文化産業の分析や社会学的考察が欠けて

いると批判されることもある4。たしかにハッチオンの理論に対 して、文化現象や社

会的現実としてのアダプテーションの様態に肉薄せんとして、さまざまな制度的な

連関を解明する市場や権力をめぐる分析を期待すれば物足 りないかもしれない。あ

るいは、「語ること」「見せること」「相互作用」とい う三区分でさまざまな分野を横

断してみせるハッチオンの明快な理論は単純化の読 りを免れないかもしれない。い

ずれにせよ、こうした批判がさらなる議論の足場となることは確かであろうし、本

稿でもハッチオンのように明快には割 り切れない部分に分け入ることは肝要だと考

えている。

ハッチオンの理論でもう一つ興味深いのは、アダプテーションとダー ウィン進化

論 との相似性を論じていることである。元来アダプテーションには 「生物が環境に

適応する」という意味があることからすれば必ずしも突飛な発想ではない。環境に

対する遺伝的適合とい う生物学的なプロセスを物語的アダプテーションへ と敷街す

れば、これはアダプテーションによって原作の物語が特定の文化環境に適応するこ

とを指し、その意味でアダプテーションとは時代の変化に対応する変異や順応のプ

ロセスだと言える。この観点からすれば、物語もアダプテーションによって進化す

ることになる。こうしたハッチオンの見解には、 リチャー ド・ドーキンスが 「ミー

ム5」と呼ぶ複製や文化伝達の単位が存在するという学説の影響があるが、留意すべ

きは 「進化」というある種の方向性が暗黙に前提とされるような用語が使われてい

ることであり、そうしたアナロジーの罠である。このような遺伝子中心の還元主義
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は作品や文脈 といった複合的な事象を安易に単純化 してしまう可能性がある。この

ような本質論的な議論がメディウムの特異性をその長所と短所へと単純化してしま

う危険については、ロバー ト・スタムが記 しているように6、映画であれば視覚的な

メディウムという本質を専ら重視するあま り、言語的な次元を蔑ろにすることにも

なりかねない。そうなると西欧のロゴフィリア的な伝統7から原作小説の忠実さとい

う規範が亡霊のごとく復活するか、表現様式の特異性の優劣を競 うような不毛な議

論に陥る危険性が出てくる。だとすれば、本質主義的な 「アダプテーションの生物

学」を避けつつ、かといって 「アダプテーシ ョンの社会学」へと方針転換すること

もせず、テクス ト分析 とい う文学研究の成果を尊重しながら、間テクス ト性の言表

作用だけでなく文化現象という作品の背景となる文脈や関係性を蔑ろにしないアプ

ローチはあ りえるだろ うか。

アダプテーションと流動性

そのようなアプローチの可能性として本稿で注目したいのは、ジョン ・ブライア

ントの 「流動するテクス ト」とい う概念である。ブライアントによれば、アダプテ

ーションが二次的なものではなくその固有のテクス トの正当性を獲得するためには、

「原典 とアダプテーションを含む、あるテクストのすべての版を含む 『作品』とい

う観念 と、著者 と文化の両方におけるすべての改変の形態を含むものへと拡大され

た 『創造過程』8」とい う、作品の生成過程に関するより広い観念が必要であるとい

う。ブライアントがとりあげるメルヴィルの小説 『白鯨』を例にとれば、「作品」に

は、原作小説や映画版の 『白鯨』、『白鯨』に言及したエ ドワー ド・サイードの9.11

に関する時評まで含まれる。サイー ドはそこでエイハブ船長の死の場面に関して小

説と映画の場面を混同しているのだが、このように 「流動するテクス ト」は必ず し

も 「正確に」伝達されるとは限らない。こうしたテクス ト概念は、ハッチオンのア

ダプテーション理論をデリダの 「散種」や 「誤配」に結び付けるような解釈に樟 さ

す見方でもあるだろう9。換言すれば、原作に内在する遺伝子や神話的な核のような

不変要素がアダプテーションによって伝達されるという立場ではなく、テクス トは

そのアイデンティティを保ちながらも変化しながら流動を続けるのだが、その流動

性には問テクス ト性の要素も色濃く見 られるとい うことである。例えば 「原作」す

ら先行するさまざまなテクス トの影響を受けているとされ、さきほどの進化論的な

表現をあえて用いるならば、より複雑な遺伝学的なプロセスを辿ることが肝要とな

る。そこではアダプテーションは大きく二つに分けられ、一つは作品の全面的アダ

プテーションであ り、もう一っは部分的アダプテーシ ョンである。 ここでの 「全面
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的」とは 「公然たるアダプテーション」(明らかな改作や翻訳など)を指し、部分的

とは 「アダプテーション的改変」(部分的な借用や引用、暗示や剰窃)を意味す る10。

後者においては原作者やアダプテーションの実践者は借用されたテクス トを我が物

とするとい う特徴があるとされ、原作者や原作とい う概念がいわばポス トモダン的

に相対化されている。こうした流動性の強調には、ブライアン トがデジタル ・アー

カイヴを活用したメル ヴィル研究も同時に紹介 しているように、情報社会において

ネットワークメディアが文学研究において影響力を増大 させている現況や、ジグム

ン ト・バウマンの 「リキッド・モダニティ」のような液状化する世界とい う認識 も

関係していると思われる。

このように 「流動するテクス ト」とは、「作品」に多くのヴァージョンが存在し、

作品がある種の間テクス ト性の産物であるだけでなく、そこには流動性の高いアダ

プテーションの操作がさまざまに施され、結果的にアダプテーションとは作者や編

集者や読者や観客の欲望を反映する作品が彼 らによって再構成 される現象を包括的

に捉える概念だとい うことがわかる11。

ここでサイー ドによる 『白鯨』の 「アダプテーション的改変」について簡単に振

り返っておこう。サイー ドは9.11の 後に時評を発表 し、テロ攻撃への復讐を叫ぶ群

集心理に警鐘を鳴らした12。「集団的熱狂は人々を戦争へ と駆り立て、それは白鯨を

追い求めるエイハブ船長に驚 くほど似ている」と記 し、当時の状況が 『白鯨』を彷

彿とさせるとした。地の果てまで白鯨を追いかけたエイハブ船長の振るまいが自殺

的な行為だったように、ブッシュ大統領も似たような世界観からビン ・ラディンを

絶対的な悪としてみなし、暴力による報復を正当化 しようとしているというわけだ。

そこでブライアントが注目するのは、サイー ドが後のインタビューで 『白鯨』に言

及 した理由を語る際に、エイハブ船長の死の場面が、メルヴィルの小説ではなくジ

ョン ・ヒュース トンの映画 『白鯨』(1956)に基づいていたということである13。

小説では映画ほどドラマティックではなく、エイハブの首にもつれた綱が巻きつ

いて、声もなくボー トから姿をけしたというそっけない描写にとどまっている14。
　　　　 　　　　

つま り小説のエイハブは、鯨ではなく 鯨 綱 によって絶命する。ちなみに小説に

は 「綱」と題 された章があり、捕鯨の綱に関する詳 しい説明や、綱がからみついて

体がもっていかれる危険について書かれている。ブライアントは、綱の原材料が麻

であることから産地である東洋への夢想が記されていることに着 目し、「トルコでの

唖者の絞首刑執行人が犠牲者の首をしめるときのように」という表現が見 られるこ

とか ら、綱にオリエンタリズムの形象を読み取ろうとする15。周知のようにサイー

ドはオリエンタリズム研究で知られる思想家であるが、皮肉なことにオ リエンタリ
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ズムに関わる 鯨 綱 を軽視 した映画の場面を記憶していたのだった。

グレゴリー ・ペックが主演 した映画では、白鯨をしとめようとしたエイハブが海
　　　　 　　　　

に落下し、白鯨の背中に 鯨 綱 がか らみっく形で海上に姿を現す。海中に潜って

は上がるのを繰 り返す白鯨の背で溺れ死んだエイハブの遺体は、まるで礫刑にされ

たキリス トのような啓示的な場面に仕上がってお り、観客に強い印象を与える。ブ

ライアン トはこのシーンが原作小説の別の場面に依拠していると指摘する16。つま

り脚本を書いたレイ ・ブラッドベ リのオリジナルのアイディアではなく、部分的な

アダプテーションが映画化とい う全面的なアダプテーションにおいて重層化 してい

る。確かに小説では拝火教徒(ゾロアスター教徒)であるフェダラーの死が以下のよ

うに描写されている。

とたんに、鋭い叫びがあがった。なかば引きちぎられた拝火教徒の死体が鯨の

背に綱でグルグル巻きになっているのが見えたからである。鯨はす ぐる一夜を
てんてん

輻転としながら海を行くうち、まといっいた綱を自分の体に巻き取り、巻きつ
は が

けながら拝火教徒をからめとり、羽交い締めにしてしまったにちがいない。拝

火教徒の黒い服はずたずたにやぶれ、その見開かれた目はひたとエイハブにむ

けられていた17。

このフェダラーのエイハブへと見開かれた目は、映画では死んだエイハブの手が

乗組員に合図を送るショットに変わってお り、乗組員たちはその合図に応 じるかの

ように鯨に挑んで破滅的な最期を遂げてゆく。ここでブライアン トは、フェダラー

とい うキャラクターが映画で削除されていることを重く見ている。とい うのもイン

ド系の宗派に属しながら(イスラム教徒の迫害を受けてインドに逃れたペルシア人

のゾロアスター教徒であるパールシー教徒)、アラブ系の名前を持ち、ターバンを巻

いて中国の上着を身につけた風体のフェダラーは、オリエンタルでありながらコス

モポ リタンでもあるとい う 「ステレオタイプであると同時に固定観念を持つことの
　　　　 　　　　

パロディ」になっているからである18。つまり、映画では 鯨 綱 だけでなくメル

ヴィルによるオリエンタリズムの解釈や批判という重要な役割を担 うキャラクター

が除去されてしまったことになる。しかもドロシー ・フィンケルシュタインによれ

ば、フェダラーという語はもともと復讐する天使たち、アラーのために殺人を行 う

ことを誓った秘密結社を意味し19、そこからブライアントは大麻を吸引しながら暗

殺を行 う18世 紀の 「暗殺者」に関連づけられるとともに、大麻は鯨を捕まえる綱

の麻繊維に関係することから、小説ではこの綱はエイハブの運命の象徴として読む
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ことができるとする。

ブライアントによれば、映画の脚本を書いたレイ ・ブラッドベ リがフェダラーを

削除し、フェダラーの死をエイハブの死に置き換えたことで、映画には政治的な結

果を伴う美的改変が生 じたという20。結果的にブラッドベ リはフェダラーの持つ東

洋の視線を抹消し、つまり東洋を軽視するエイハブの帝国主義に対するメル ヴィル

の警鐘を無視し、エイハブの死をキリス ト教的な殉教に置き換えることで、映画で

は西洋化 された善悪二元論の物語となった。ブライアン トは映画が公開された1956

年の時代状況にも注 目しており、この年はナチスドイツのホロコース トの所業が明

らかになって約十年にあたり、冷戦の絶頂期にあった21。その意味で 「敵」や 「悪」

がわか りやすくイメージできた時代に制作された時期の映画である。もっとも、上

映時間を意識してキャラクターの人数を減らすことで物語をわかりやすくし、なお

かつエイハブの死をより劇的に描くという狙いがおそらくブラッドベ リにはあった

と思われる。いずれにせよ、結果として映画版で最後の場面を記憶 していたサイー

ドは、このようなフェダラーの存在を見落とすような形で 『白鯨』について語った

のだった。そこでブライアントは、サイー ドの記憶違いを我々の文化の記憶喪失 と

関係づけ、以下のようにアダプテーションの倫理について述べる。

アダプテーションの編者と解釈者 としての我々の役 目は、この記憶喪失を防ぐ

こと、少なくともそれについて説明する方法を提供することである。編集作業

の批評的、倫理的機能とは、ただ過去を保存するのではなく、過去への様々な

テクス トのリンクも失わないようにすることなのだ22。

ちなみにここで訳 した 「編集作業」(editing)には、原稿などを 「校訂する」、遺伝子

の 「配列を変える」(DNA合 成の誤 りを修復する場合にも用いる)といった意味もあ

るが、いずれにせ よこうした主張は、ともすると原作への忠実さを重視する立場と

誤解 される可能性がある。原作が有名な小説だけに文学的な権威主義に基づく主張

だと誤解されやすい。重要なことは、このケースではオ リエンタリズムにまつわる

「政治的な結果を伴 う美的改変」が生じていることに気づくことであり、ポス トコ

ロニアリズムの権威であるサイー ドが二つのヴァージョンの記憶違いをすることに

よって、より複雑な改変が生じていることを明らかにすることである。文化的記憶

喪失を防ぐことで 「作品」を新たに創造的なものにするためには、『白鯨』というテ

クストが全面的ないし部分的アダプテーションへと分岐してゆく様を丹念に分析す

ること、それによって克えてくるような現象の総体を 「作品」であると同時に 「創



バ ン ド ・デ シネ とア ダプテ ー シ ョン17

造過程」として捉える試みが実践 されるべきだとい うことだ。

漂泊の異邦人

このようにうつろい流れるテクス トは、さまざまなリンクへと分岐してゆく場合

もあれば、途中で途絶えてしま う場合もあるが、『バン ド・デシネ異邦人』の場合は

どうだろうか。

作者のジャック ・フェランデズは、1955年 にカミュと同様にアルジェに生まれ、

生後三ヶ月で一家はニースに移住 し、アルジェリア独立までを描いた 『オ リエント

画帖』 とい う大作を描きあげた漫画家である。カミュの 『異邦人』はさまざまな読

解が為 されてきたが、仮に大きく三っに分けるとすれば、『異邦人』は不条理を描い

た謎めいた小説 として、もしくはフランスの植民地主義という観点か ら批判すべき

テクス トとして、あるいは受験や一般教養のための必読書23と して読まれてきた。

『バン ド・デシネ異邦人』は、これらのどの観点から見ても推奨できる 「作品」だ

と思うが、この点について検討してゆきたい。

植民地主義の問題にっいては、サイー ドが 『文化 と帝国主義』においてカミュと

植民地主義の関係を問題化 している。

一九四〇年代から一九五〇年代にかけて活躍 した魅力的な孤高の作家 として

のカミュを起点にして、アルジェリアにおける一世紀におよぶフランス支配を

もふくむようなかたちで歴史的視野を拡大するなら、わたしたちは、彼の物語

の形式ならびにイデオロギー的意味のみならず、彼の作品がどの程度まで、ア

ルジェリアでのフランスの植民地事業の本質を屈折させ、言及し、強化 し、よ

り正確に描出しているのかについて、もっとよく理解できるはずである24。

小説を読むうえで現地の植民地化された歴史について忘却や歪曲をするべきではな

いとい う主張それ 自体はほとんどの人が首肯するだろうが、その主張をカ ミュの作

品にどこまで適用してもよいのかという問題がある。例えばサイー ドは、カミュの

短編小説 「不貞」において、孤独に苦しむジャニーヌが夫と泊まっているホテルか

ら出て、街を彷程っているうちにアルジェリアの自然に触れ、ある種の啓示のよう

な神秘体験をする場面を問題視する。

彼女の真のアイデンティティ、あるいは、アイデンティティになるかもしれな

いものの何たるかは、この一節の後半で、彼女が見紛 うことなき性的絶頂感に
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到達したときにあらわれる。カミュがここで語る 「彼女の存在の隠れた核」と

は、曖昧模糊 としていわくいいがたい何かがあるのだとい う、彼女 自身のみな

らずカミュもいだいている意識を暗示 している。こうなるとアルジェリアに暮

らすフランス人であるとい う彼女の背負 う歴史は問題ではなくなる。というの

も彼女は、これに付随しておこる出来事のなかで、この特定の大地 と空に、じ

ゃまされることなくじかに接することができたからというわけだ25。

ここでの 「性的絶頂感」 というのは、彼女が夜に向かって心を開き、 自分の根を見

つけたように思い、体内に樹液が昇ってくるような経験をしたことを指 している。

同様に『異邦人』のムルソーも処刑が近づいたときに「しるしと星々とに満ちた夜26」

を前にして 「世界の優 しい無関心」に心をひらくとい う有名な場面がある。確かに

大地や自然との交感によって得られる救済の感覚をカミュが描いたように読めるの

はサイー ドの言 うとおりかもしれない。それによってアルジェリアの植民地の歴史

や現実が読者には後景化するのも事実だが(「アルジェリアとは、彼 ら自身の精神的

問題 ジャニーヌがかかえていた問題 が、問われ、癒される、エキゾチック

な場である。だから原住民などどうでもよくなってしまう27」)、留意すべきは、ジ

ャニーヌの意識がカ ミュのそれとほぼ同一視されていることの妥当性であり、カミ

ュの作品がサイー ドがここで言 うほど必ずしも 「自然への回帰」 とい う単純素朴な

物語にはなってはいないことである。クリスティーヌ ・ショーレ=ア シュールが 「不

貞」が収録されている短編集 『追放 と王国』の主人公たちについて述べているよう

に(「ジャニーヌは、目くるめくような体験のあと、平凡な日常性の中にまたもや陥

ってしま う。ダリュは王国から追放 されてしまう。そして、ヨナは常軌を逸 した行

動へと逃げ込んでい くのである28」)、彼 らは 「王国」に辿 り着 くことはできず、す

ぐに 「追放」の憂き目に遭 うのである。ムル ソーにしても死刑が間近に迫ってよう

やく垣間見た光景にすぎないとも言える。要するに疎外や孤独を強いられている文

明人が広大無辺な自然に触れることで癒や されるというのはあまりにわかりやすい

図式であり、当該の場面は 『バンド・デシネ異邦人』でも実にそっけなく描かれて

いるように、そこか ら救済目的の汎神論を構築しようとしているとい う解釈は、牽

強付会と言わざるをえない。

他方、ショーレニアシュールによれば、『異邦人』を注意深く読めば、そこには植

民地の現実を示唆する 「しるし」が作中の随所に認められるとい う。例えば 『異邦

人』の中でアラブ人はほとんど街中にいないが監獄には大勢いること、ムルソーの

取 り巻きはヨーロッパ人であり、「他者」は無名な存在へ と追いや られていること、
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事件を知ったマリーが示すアラブ人への本能的な恐怖は、入植者が正当防衛の態勢

に入ることを自然な振 る舞いに見せてしまうといったことが指摘されている29。

このように注意深く読めば、『異邦人』には植民地の現実に関わる痕跡が散りば

められている。他にもムルソーの殺人の現場 となる泉を二っの共同体の対決の場と

して解釈するなど興味深い指摘がされているが、こうして植民地主義の問題を改め

て取り上げてみると、何よりも 『異邦人』の読解や受容の仕方が鍵 となるように思

われる。『異邦人』はフランスの教育制度では必修科目のような課題図書であり、誰

もが学ばなくてはならない一般教養であるが、この作品ではアラブ人の殺害は世界

の不条理を表す特権的な例 となっている。不条理や太陽に目が行 くと忘れがちだが、

この小説では殺害されたアラブ人の名前も来歴も読者は知ることはなく、ムルソー

の裁判に遺族側の証人が出廷 した場面も描かれない。

こうして、リセの生徒は誰 しも、この殺人において重要なのは犠牲者ではない

ということを学ぶ し、カミュの 「メッセージ」は別のところにあることを学ぶ

ことになる。 リセの生徒はみな、この場面の中心的要素は太陽だ、と学ぶので

ある。もしもこの死体がアラブ人以外の者の死体であったら、全員揃ってこれ

ほども無関心でい られただろうか?30

ショーレ=ア シュールは、このような問題意識に則って 『異邦人』をフランス文学

の伝統的なイメージから読み替えて、アルジェリア文学の系譜に位置づけようとす

る。それに対してカメル ・ダーウドは 『異邦人』の後 日談となるような小説を書く

ことによって、殺害されたアラブ人の立場から読み直すようなある種のアダプテー

ションを実践 してみせ る31。ムルソーに兄を殺 された男という原作には登場しない

キャラクターが、カミュの 『転落』の主人公のごとくバーで彼の代わ りに話をする

とい う設定の言わば 『異邦人』のスピンオフ作品である。『異邦人』ではムルソーに

殺害された男は、妹に暴力をふるうレイモンとの対立から事件に巻き込まれていっ

たはずだが、ダーウドの小説では語 り手は彼には妹などいなかった とい う衝撃的な

告白をする32。妹ではないとしたらあの女は何者なのか。「原作」ではレイモンから

女の名前を言われたときそれが 「モール人」だということがわかった としか記され

ていないが、『バン ド・デシネ異邦人』ではムル ソーが手紙を代筆する場面でムルソ

ーの質問に対 して レイモンがゾフラだと答える場面がある33。原作に忠実に描いた

と公言するフェランデズだが、テクス トの字義性 という意味では 「原作忠実派」で

はないことがわかる。また、サイー ドのカミュへの批判というポス トコロニアリズ
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ムの文脈からすれば、フェランデズがあえて原作に抗してアラブ人女性の名前を記

した意味についても考えさせ られる。

『バンド・デシネ異邦人』における原作との違いは他にもある。裁判の場面で、

パ リの新聞の特派員がジャン=ポール ・サル トルそっくりに描かれている。あの特

徴ある斜視からして見紛いようがない。原作では記者たちが話をしているのを前に

してムル ソーが自分がよそ者のように余計な存在だと感 じる場面があ り、こうした

くだ りは不条理を想起させ るという注が全集にはついているが34、その注ではムル

ソーが感 じる 「吐き気naus6e」 という言葉が強調 されており、サル トルの同名の小

説を想像せずにはいられない。サル トルをフランス的な制度の象徴のように特派員

として描 くことによって本国と植民地の対立を鮮明にする効果もあるだろう。小説

では、この特派員は大きな黒縁の丸眼鏡をかけた太ったイタチのよ うな人物と描写

されているが35、当時メディアでよく知られた劇作家でもあるジャーナリス トのマ

ルセル ・アシャールがモデルのようだという注がついている36。1959年 にアカデミ

ー ・フランセーズの会員に選ばれた当時の著名な文人である。

原作 との違いにっいてもう一点挙げるならば、ムル ソーがセレス トの店で見かけ

た風変わりな小柄の女とい うキャラクターが 『バン ド・デシネ異邦人』では見られ

ないことだ。原作では、ムルソーはこの女性 とセレス トの店で相席するはめになる。
　　　す　こ　

筆記 狂なのか、彼女はひっきりなしに何か書いている。その様子に興味を持った

ムルソーは、女が店を出て行 くと後を追って見失う。原作では、その女性が見覚え

のあるジャケットを身に纏ってセレストと一緒に裁判に現れてじっとムル ソーに眼

差しを注 ぐ。裁判では若い記者37と小柄な彼女の視線をムルソーは同時に意識する

ことになる。ムル ソーが新聞記者席 と傍聴席と別々の場所に座っているはずの二人

がいわばワンセットで意識 されるのはリアリティという点からすると謎めいている。

万年筆を置いて書こうとしないジャーナリス トと、レス トランでラジオのプログラ

ムにのべつ幕なし印をつけ続けて 「自動人形」と評 される女性は、一見すると全く

正反対の行動を取るかに見える。だが書かないことで白い頁を残す という危険と、

すべてに印をつけることによって何も識別できなくなる危険を冒す という点でエク

リチュールの拒否と無化 とい う共通項があるとする解釈もあるようだ38。このよう

に彼女は 「現実の効果ではなくテクス トの効果」に関わる独特な機能を担っている

キャラクターであり、『異邦人』の熱心な読者にとっては、マンガ版における彼女の

不在がかもしだす存在感によってあらためて注目されるキャラクターになるだろう

が、『白鯨』のフェダラーのような政治的結果を伴 う美的改変は見られないと言える

だろう。
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『バン ド・デシネ異邦人』では他にも削除されている原作の細部は散見されるが、

語 りの時系列が読者にとってはスムーズに読み取れる形で改変されている。長大な

シリーズも多い日本のモノクロのマンガとは違って、バン ド・デシネではフルカラ

ーで印刷されることが多く、経済的なコス トの面からも小説の逐語的で厳密な再構

成には適さないとい うこともあるだろう。全体的にフェランデズは原作で描かれた

当時のアルジェの風景や街並みには徹頭徹尾 こだわるが、小説の語 り39や細部やす

べての登場人物をマンガで再構成 しようという意図は見られない。結果的にマンガ

ならではの表現方法で いわば直訳ではなく思い切った意訳を施すことによって

『異邦人』のアダプテーションに成功していると言える。

問題はこの 「意訳」がどのような実践なのかであろうが、このように 『バンド・

デシネ異邦人』とアダプテーションの問題については、まだ論じるべき点は残って

いる。描画とアダプテーションの関係についてもそうであろうし、このことはフェ

ランデズがアダプテーションによって原作の何を再構成しようとしたのかという問

題に関わってくる。フェランデズが描く 『異邦人』の淡い黄色の太陽光線は印象深

いが、この太陽は 『オ リエン ト画帖』の創作体験に基づいて描かれたと本人が明か

している。『ア ・スユイーヴル』誌の編集長ジャン=ポール ・ムージャンにかなり厳

しい駄 目だしを出されたため、砂漠の写真や ドラクロワやオリエンタリズムの画家

たちの作品を再検討 し、他の色彩を塗 りっぶしてしまうような彼らの光線 とは対照

的に色彩を弱めるように描くように努めたのだと言 う40。ギラギラと照 りつく灼熱

の太陽のイメージと全く違う発想で描かれているだけでなく、こうした光線の感覚

をカミュが未完の遺作 『最初の人間』を書くことで初めて掴んだのがわかったとフ

ェランデズが述べているのが印象深い。また、彼が創作においてオ リエンタリズム

の磁場から抜けだそうと格闘していた様も想起される。こうした課題が達成される

ことで、『バンド・デシネ異邦人』にはアルジェリアやアラブの表象が小説よりもご

く自然に伝わってくるのかもしれない。その結果、この作品は、不条理の哲学の説

明にとどまらない 「異国情緒あふれる」 「色鮮やかな」作品だと読者には感 じられ、

なおかつ灼熱の太陽や無名のモール人 とい うオリエンタリズムのステレオタイプを

避けることで、不条理というテーマにっいても改めて考えさせる作品になっている。

また、テクストの字義性ではなく、テクス トが喚起する感覚に忠実であろうとする

11
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アダプテーションについて考えさせる作品になっている41。この感覚の再構成につ

いては、マンガ表現とい う観点か らさらに分析する必要があろうし、その点ではフ

ェランデズが作中に効果的に挿入する水彩画が独特の叙情性を発揮していることも

看過できない。本来ならば 『バンド・デシネ異邦人』における叙情の問題について

も論じるべきであろうが、これについては稿を改めて論じたい。
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